
菌根共生系を利用した資源循環型植物生産システムの開発

わが国はリン資源を全面的に海外に依存
しており、リン肥料削減と生産性維持を
両立するための画期的方策が求められて
います。そのために、作物の根に共生す
る菌根菌の農業利用が進められてきまし
た。これまでにリン施肥量の多い作物に
ついて菌根菌によってリン肥料を大幅に
節減できることを示しました。さらに菌
根菌による不可給態リン酸の獲得機能を
利用することができれば、化学肥料に依
存しない資源循環型生産ステムを構築す
ることができます。
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菌根菌を作物生産において利用することができれば、資源循環型システムの構築に
より目標２の達成に、化学肥料の過剰投入による水質汚染が防止され、目標３の達
成に、窒素質肥料に由来する亜酸化窒素ガスの放出が削減され、目標１３の達成に、
及び土壌生態系の多様性維持が目標１５の達成に貢献できます。
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図１ 菌根菌によるリン酸施肥の削減

図２ 菌根菌による不可給態リン酸の獲得
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